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認知学習分野

正訓 話93(教授),松井智子 (准教授),香田啓缶 (助

敬,2008年 7月 1日付採用),南雲純治 (技術職員),

早川祥子 (g-COE研究員),親川千紗子 (2008年 5月

1日付 日本学術振興会特別研究員PD㌍格変更),平

石博敏,山口智恵子,三補任生,福島英和,橋本亜

井,揮田玲子,伊藤祐凪 小林良子 (大学院生),加

藤朱美,新谷さとみ (技術祁佐貝)

<研究概要>

A)e-ラーニングを核とする多様な学習困難に対応し

た地域単位の学習支援ネットワークの構築

正高信男,久保 (川合)南海子 (京都大学こころの未来

研究センター),伊藤祐康,福島美和,浮田玲子,田村

綾菜 (京都大学教育学研究科),福山寛志 (京都大学教

育学科),小杉昌之 (京都大学教育学科),渡辺枝里 (京

都大学教育学科),井田美紗子 (京都大学教育学科),栗

田季佳 (京都大学教育学研究科)

京都市と名古屋市を候補とする二地域において,学

習支援の拠点となるスペースを設けた.両拠点において

支援を必要としている学習困難に直面している学童に

ついて過去に蓄積 した知見を活用して適切な学習支援

教材を提供して具体的な定期的支援に入った.

B)ヒトとニホンザルにおける認知機能の加齢変化につ

いての実験的比較研究

正高信男,吉川左紀子 (京都大学こころの未来研究セン

ター),川合伸幸 (名古屋大学),久保 (川合)南梅子 (京

都大学こころの未来研究センター)

サイモン課題を用いて,高齢者と老齢ニホンザルの

認知機能の比較を行なった.

C)言葉によらない代数的思考メカニズムの発達障害に

ついての実験的研究

正高信男,久保 (川合)南梅子 (京都大学こころの未来

研究センター)

算数陥苔の子どもの認知心斑学的研究を行なった.

D)聴覚情報処理の左右差に関する行動学的研究

番印啓粒,AlbanLcmasson(レンヌ耶-大学),親川千

秒子,加藤朱弟 (技術補佐員),正村 吉男

正長桁を対象に聴光処理に関わる半側位位性を行

-561

勤学的に検討している.丑長柄研究所ではニホンザルを

対象に,共同研究としてフランスレンヌ第-大学では2

相のグェノン柏を対象に比較実験を行っている.

E)スマ トラ島におけるアジルテナガザルの野外調査

香田啓fI,親川千秒子,Rizaldi(アンダラス大学),田

lI1俊明 (梅光学院大学),村井勃裕 (生憶保全分野)

インドネシア,四スマ トラ州パダン市近郊のLimau

Manisにおいてアジルテナガザルを対故とした野外調査

を2004年より行っている.

F)テナガザル音声を指標とした生物地理学的解析

香田啓貴,親川千紗子

野生アジルテナガザルを対象として,音声の変異性

を音響学的に分析することにより,音声の変異が生み出

されるプロセスやメカニズムについて生物地理学的な

視点から検討を行っている.

G)テナガザルの音声発達調査

香田啓貴,親川千秒子,加藤先見 早川祥子,Mootonick

A.(テナガザル保全センター),正拓信男

日本モンキーセンターにおいて音声の発達調査を

継続して行っている.またカリフォルニア州テナガザル

保全センターにおいても同様の発達調査をおこなって

いる.

H)発声における聴覚フィー ドバックの役割

香田啓資,西村剛 (系統発生分野)

音声が発声される形態学的,音響物理学的基盤の解

明に向けて,-リウムガス環境を用いて音声を変化させ

たときの発声運動の分析を行っている.

I)行動実験制御装置およびプログラムの開発

南雲純治

実験用プログラムおよびユーティリティの作成を

行った.

J)ヘビに対するニホンザルの生得的反応傾向

柴崎全弘 (比較認知発達研究部門),BurghardtGM (チ

ネシー大学),川合伸幸 (名古屋大学),森哲 (京都大学),

加藤朱美,正市倍93

実験系で生まれ育ち,-どを一皮も見たことがない



ニホンザルに,義-ど (マムシ)と無毒の-ビ (シマ-

ど)を呈示し,反応を分析した.その結果,シマ-どを

恐れなかった個体でもマムシには恐怖を示す様子が観

察された.つまり,-ビに対してナイーブなニホンザル

でも,-どに恐怖を示し,さらに毒-どと無毒の-どを

弁別できている可能性が示された.

K)ヒトの色覚認知とその発達に関する研究

早川祥子,正高信男,川合伸幸 (名古屋大学)

人の中には一般に先天色覚異常と呼ばれる,色の区

別が苦手な人が存在する.彼らはある特定の色 (例えば

赤と緑)の識別を苦手とする一方で,逆に色情報に惑わ

されず,同色の濃淡やパターンの変化を読み取る能力に

優れていると言われている.本研究では先天色覚異常で

ある幼児を対象に視覚探索課題を行い,かれらの探索能

力の特徴およびその発達を比較した.

L)野生アジルテナガザルの未成熟個体における歌の発

達研究

親川千紗子,香田啓資,正高信男

野生アジルテナガザルを対象に,未成熟個体がどの

ように歌を獲得していくのか観察した.未成熟個体はオ

スメスどちらとも,母親の歌に発声を誘発され母親と一

緒に発声することが分かった.また,未成熟のうちはオ

スもメス特有の音声を発声することが分かった.

M)近赤外分光法(NIRS)による脳活動の測定

平石博敏,正高信男

モラル判断時の脳活動を測定したところ,良いと判

断した場合では前頭前野全体の活動が克進し,悪いと判

断した場合では前頭前野の活動が低下することがわか

った.さらに,モラル判断では判断内容で前頭前野の活

動が見られたが,モラル判断と密接なかかわりが指摘さ

れている心の理論課題遂行時には,モラル判断と同一場

面であっても,善悪の場面において脳活動に差が見られ

なかった.

N)NIRSによる前頭前野の活動測定

平石博敏,松本真理子 (名古屋大学),松本英夫 (東海

大学),灰田宗孝 (東海大学)

同丁の性格検査に分類される心理検査 3種類につ

いて,遂行時の前頭前野活動の左右差を測定したところ,

ロールシャッハ法が右半球優位,pF-study法が左半球優
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位,TAT法がほぼ左右均等に利用していることがわかっ

た.

o)コモンマ-モセットの音声コミュニケーション

山口智恵子,泉明宏 (国立精神 ･神経センター)

ペア飼育されているコモンマ-モセットを対象と

し,ペア個体との隔離や視認性の有無,音声返答の有無

がマ-モセットの発声行動に与える影響について検討

した.また,音声の種類の異なる音声刺激を用いた音声

再生実験をおこない,マ-モセットの音声交換における

時間的な規則性について検討した.

p)自他知覚における時間特性の検討

浮田玲子,土居裕和 (長崎大学大学院医歯薬総合研究

料),正高信男

自己/他者に関する情報処理過程について,脳波計

測によりその時間的特性を調べ,自己情報の右半球優位

性について検証した.

Q)手書き文字の知覚とその産出

浮田玲子,三浦優生,正高信男

脳波計測を行い,文字の生成過程がその文字の知覚

に及ぼす影響を検討した.

R)話者の確信度理解の発達

三浦優生,松井智子

話し手の確信度を表す言語表現の理解を検討した.

発話内容に対する確信度の強弱を示す語桑,あるいは句

末のイントネーションの上下を手がかりにした語衰滅

得課題を与え,日本語,ドイツ語を話す幼児の理解を比

較 ･検討した.

S)幼児高密度言語データベースの作成

橋本亜井,松井智子

ヒト幼児の2歳0ヶ月齢から5歳0ヶ月齢までの母

子会話の縦断的な記録と分析.5歳0ケ月齢分までを順

調に記録することができた.

T)絶対音感保有者における視聴覚統合時の情報処理L

小林良子,正高信男

音/聴覚情報と音名/言語情報が強く結びついている

絶対音感に着目し,言語に関する視聴覚統合刺激を呈示



し聞こえた音と反応潜時をみたところ,後者にのみ絶対

音感の彫響の可能性が示唆された.

<研究菜紡>
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1) 正高信男 (2008/10/30)ウェブ人間退化論.東京

商工会議所経営者セミナー講演会 東京.

2) 正高信男 (2008/10/4)やる気を育む脳科学.JST



｢脳科学と教育｣公開シンポジウム 東京.

3) 正捌 IEiT刀 (2008/12/5)発達陣市とその支援.小

牧市保市師連絡協誼会,平成 20年度特別言持続

小牧.

4) 正前侶93(2008/8/25)多文化共生時代の故訂.

平成 20年度可児TTT学校数Tf研究会,特別訊杭

可児.

5) 正肘 詩95(2009/2/7)e･ラーニングでの発達PJTt古

支援.JST,RISTEX研究開発成呆実装支援プログ

ラム,節 1回成果発衣会 東京.

6) 正副 吉男 (2009/3/8)e-ラーニングでの発達障害

支援.高等学校における発達障害支援モデル事

業報告会,特別講演 東京.
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行動発現分野

三上串允 (教授),宮地重弘 (准教授),脇田真清 (助教),

井上雅仁 (非常勤研究員),関頼大輔 (学振特別研究員),

独渡正則 (致防補佐員),半田高史 石川直枕 平井大地,

酒井朋子,抑也菜保,小野敬治,禰占雅史 (大学院生)

<研究概要>

A-1)霊長軒の色覚の浪伝子,生理,行動研究

三上章允,後藤俊二 ((有)日本野生動物研究所),今井

啓雄,小池智 (東京都神経研),茄)1*慈子 (国立捕神 ･

神経センター),長谷川寿-,河村正二 (束京大),Kanthi

A･Widayati,BambangSuryobroto,Dyah

Perwitasari-Farajallah(ボゴールR!科大学),suchinda

Malaivijitnond(チュラロンコーン大学)

赤緑色盲で有利になるカラーカモフラージュの視

覚刺激や,写真刺激を用い,カニクイザルで行動テス ト

を行った.また,テナガザルの視物質迫伝子の多型を調

べる目的でインドネシアおよびタイ各地のテナガザル

のサンプルを採取した.

A-2)チンパンジー脳の発達過程

三上孝允,酒井朋子,西村剛 (系統発生分野),田中正

之 (野生動物研究センター),友永雅己,松沢哲郎 (以

上,思考言語分野),鈴木樹理,加Jl,*朗野,松林糾明,

宮部氏子 (以上,人析進化モデル研究センター)

チンパンジー脳形態の発達をMRIを用いて計測し,

発達に伴う脳サイズの拡大と髄鞘化の進行を調べた.

A-3)サッカード課題遂行中のニューロン活動の時間特

性とニューロン･タイプ判定

三上章允,片井聡 (信州大),石川直樹,海野俊平 (日

本大),加藤啓一郎 (洛星高校),要英男 (大阪大)

サッカー ド課題遂行中に細胞外記録したニューロ

ン活動のバース ト発射を手掛かりとして大脳皮質内局

所回路を解析し,抑制性介在細胞を識別する手法を検討

した.

A-4)前頭薬陪賓患者の機能テスト

三上帝允,宮井一郎,丹野謙次,原百実,浅野直子,顔

田氏樹 (森ノ宮病院),林克樹,捌雅子 (以上,誠愛リ

ハビリテーション病院),細川貴之 (東京都神経研)

前頭柴に障事のある患者さんで,様々な前頭英機能


